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下水道使用料の改定について下水道使用料の改定について
～平成27年10月1日から下水道使用料が改定になります～

お知らせ

今月号では、新しい下水道使用料について近隣市町との比較をしてみました。

1． まず、下水道使用料については1ヶ月当たり20㎥を指標としていることから、「木曽岬町」・
 「三重県内平均」・「国（総務省）から示されている水準」を比較してみました。

1ヶ月で20㎥使用した場合の下水道使用料
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国（総務省）
3,000円

三重県内平均
2,443円

2． 次に、使用水量ごとに近隣市町との使用料の比較をしてみました。
 （使用料の請求が2ヶ月ごとであることから、2ヶ月の使用量で計算しています。）

近隣市町との下水道使用料比較（1期：2ヶ月計算税込み）

10,000円 20,088円 23,695円 15,228円 14,900円
6,400円 12,960円 13,932円 8,964円 9,180円
3,200円 6,480円 4,017円 3,456円 4,100円
木曽岬町 弥富市 桑名市 東員町 いなべ市

■2ヶ月で120㎥使用した場合
■2ヶ月で80㎥使用した場合
■2ヶ月で40㎥使用した場合

■下水道料金の改定については、町ホームページでも詳しく紹介していますので、ご確認ください。
■本改定の内容については、今後の広報誌でも随時周知を行っていきます。
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去
る
６
月
２３
日
、
三
重
県
志
摩
市
で
三

重
県
園
芸
振
興
協
会
が
主
催
す
る
「
第
５

回
三
重
県
ト
マ
ト
ほ
場
共
進
会
」
が
開
か

れ
、
町
内
で
ト
マ
ト
栽
培
を
さ
れ
て
い
る

白
木　
斉
氏
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
審
査
に
は
、
県
内
か
ら
１０３
圃
場

の
出
点
が
あ
り
、草
勢
、病
害
虫
発
生
状
況
、

果
実
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
、

白
木
氏
は
い
ず
れ
も
高
い
評
価
に
よ
り
、

こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
で
は
、
山
田
徳
仁
氏
、
服

部
高
成
氏
、
花
井
豊
彦
氏
、
伊
藤
達
郎
氏

に
お
か
れ
ま
し
て
も
各
部
門
で
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
７
月
５
日（
日
）木
曽
川
堤
外
（
国
道
２３

号
線
北
側
）
に
お
い
て
、
木
曽
岬
町
消
防

団
が「
火
災
想
定
訓
練
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
団
長
・
副
団
長
を
は
じ
め
各

分
団
か
ら
４９

名
が
参
加
し
、

本
番
を
想
定

し
た
放
水
を

行
い
、
緊
張

感
を
持
っ
て

真
剣
に
取
り

組
み
、
大
変

活
気
あ
ふ
れ

る
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

白
木
斉
氏
が
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞

交
通
安
全
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
し
た

木
曽
岬
町
消
防
団
が
　

「
火
災
想
定
訓
練
」を

実
施
し
ま
し
た

　
６
月
７
日（
日
）福
祉
教
育
セ
ン
タ
ー

集
会
室
に
お
い
て
、
木
曽
岬
町
消
防
団
が

〝
普
通
救
命
講
習
会
〞
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
団
長
・
副
団
長
を
は
じ
め
、

各
分
団
か
ら
３３
名
が
参
加
し
、
桑
名
市
消

防
本
部
長
島
木
曽
岬
分
署
協
力
の
も
と
、

「
普
通
救
命
講
習
会（
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
含
む
）」

を
受
講
し
ま
し
た
。

　
「
万
が
一
」
が
起
き
た
時
に
最
初
に
救

助
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
の
は
近
く
に

居
る
仲
間
で
す
。
そ
の
「
万
が
一
」
が
起

き
た
時
に
素
早
く
行
動
が
出
来
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
真
剣
な
眼
差
し
で
講
習
を
受
け

て
お
り
、Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
等
を
勉
強
す
る
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
２１
日（
木
）早
朝
、
町
道
鍋
田
川
線

沿
線
に
お
い
て
、
上
和
泉
地
区
を
は
じ
め

と
す
る
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方
々
や
、
交

通
安
全
協
会
木
曽
岬
支
部
の
役
員
ら
約
３０

名
が
参
加
し
、
走
行
車
両
に
向
け
て
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る
「
ミ
ル
ミ
ル
ウ
ェ
ー

ブ
」
を
約
４０
分
間
実
施
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
木
曽
岬
町
駐
在
所
の
森
田
部
長

か
ら
「
法
定
速
度
を
守
っ
て
走
る
こ
と
は

非
常
に
大
切
。
安
全
運
転
と
と
も
に
道
路

に
や
さ
し
い
運
転
を

呼
び
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

木
曽
岬
町
消
防
団
が
　

〝
普
通
救
命
講
習
会
〞を

受
講
し
ま
し
た

きそさき
INFOMATION

【メッセージボードを掲げ
　　安全運転を呼びかける参加者ら】

【表彰を受ける　白木氏】

（
入
賞
者
）

農
林
水
産
大
臣
賞
　
　
　
　
白
木
　
斉
さ
ん

三
重
県
議
会
議
長
賞
　
　
　
山
田
徳
仁
さ
ん

三
重
県
農
業
会
議
会
長
賞
　
服
部
高
成
さ
ん

三
重
県
園
芸
振
興
協
会
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
井
豊
彦
さ
ん

奨
励
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
達
郎
さ
ん
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現
在
、
次
の
町
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
障
が
い
者
医
療

費
制
度
（
６５
歳
以
上
重
度
障
が
い
者
に
該

当
す
る
方
に
は
資
格
証
を
発
行
し
て
お
り

ま
せ
ん
）、
一
人
親
家
庭
等
医
療
費
制
度
、

子
ど
も
医
療
費
制
度
の
受
給
資
格
証
を
お

持
ち
の
方
へ
更
新
の
お
知
ら
せ
と
、
対
象

の
方
で
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
へ
申

請
手
続
き
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

●
現
在
、
受
給
さ
れ
て
い
る
方
（
資
格
証

　
を
お
持
ち
の
方
）
へ

　
今
お
持
ち
の
資
格
証
は
、
有
効
期
限
が

　
８
月
末
と
な
っ
て
お
り
９
月
以
降
は
使

　
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
資
格
証
の
更
新
作
業
を
行
っ
て

　
お
り
所
得
制
限
等
の
確
認
後
、
９
月
以

　
降
受
給
で
き
る
方
に
つ
い
て
は
、
８
月

　
下
旬
に
新
し
い
資
格
証
を
送
付
し
ま
す
。

●
転
入
の
方
・
未
申
告
の
方
で
木
曽
岬
町

　
に
課
税
資
料
の
な
い
方

　
平
成
２７
年
度
課
税
資
料
が
な
い
と
審
査

　
が
で
き
な
い
た
め
、
資
格
証
の
交
付
が

　
で
き
ま
せ
ん
。

　
転
入
の
方
は
平
成
２７
年
１
月
１
日
現
在

　
の
住
所
地
の
役
所
で
証
明
を
お
取
り
い

　
た
だ
き
、
住
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　

※

未
申
告
の
方
は
資
格
証
を
交
付
で
き

　
　
ま
せ
ん
の
で
、
申
告
を
お
願
い
し
ま

　
　
す
。

●
加
入
保
険
証
、
振
込
口
座
、
身
体
障
が

　
い
者
手
帳
等
に
変
更
が
あ
る
方

　
届
出
内
容
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
必
ず

　
住
民
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
〜
変
更
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

　
①
対
象
者
の
保
険
証

　
②
振
込
通
帳

　
③
印
鑑

　
④
身
体
障
が
い
者
手
帳
等

●
受
給
の
対
象
の
方
で
資
格
証
を
お
持
ち

　
で
な
い
方
へ

　
現
在
、
対
象
の
方
で
資
格
証
を
お
持
ち

　
で
な
い
方
は
、
所
得
制
限
等
の
理
由
に

　
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
な
い
方
で
す
。
更

　
新
時
期
に
再
審
査
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

　
対
象
の
方
は
お
手
数
で
す
が
住
民
課
で

　
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〜
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〜

　
①
対
象
者
の
保
険
証

　
②
振
込
通
帳

　
③
印
鑑

　
④
身
体
障
が
い
者

　
　
手
帳
な
ど

　
学
校
管
理
下
（
幼
稚
園
保
育
園
及
び
小

中
学
校
）
で
発
生
し
た
怪
我
に
つ
い
て
は
、

（
独
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災

害
給
付
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
災
害
給
付
金
は
学
校
を
通
じ
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
災
害
給
付
金
を
受
給
さ

れ
た
場
合
に
は
福
祉
医
療
費
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
福
祉
医
療
費
を
受
給
さ
れ
た
後
に
、
災

害
給
付
金
の
給
付
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
福
祉
医
療
費
の
返
還
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
給
付
金
に
関
し

て
は
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
助
成
の
申
請
の
時
効
は
、
助
成

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
か
ら

２
年
で
す
。

（
例：平
成
２７
年
７
月
診
療
分
に
つ
い
て
は
、

平
成
２９
年
７
月
ま
で
が
申
請
可
能
と
な
り

ま
す
。）

　
県
外
医
療
機
関
で
は
、
三
重
県
と
同
様

な
申
請
手
続
き
を
し
て
い
な
い
医
療
機
関

が
大
半
で
す
が
、
一
部
三
重
県
と
同
様
に

申
請
で
き
る
機
関
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き

が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
県
外
医
療
機
関
で
申
請
手
続
き
を
し
て

　
い
な
い
医
療
機
関
の
場
合
の
み

　
医
療
機
関
等
が
発
行
し
た
領
収
書
（
保

　
険
点
数
が
記
載
さ
れ
領
収
印
が
押
印
し

　
て
あ
る
も
の
）
を
１
ヶ
月
分
（
１
日
か

　
ら
３１
日
）
ま
と
め
て
、
診
療
月
の
翌
月

　
に
住
民
課
に
て
、
福
祉
医
療
費
助
成
申

　
請
書
に
記
入
、
添
付
し
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　

※

院
外
処
方
の
調
剤
が
あ
る
場
合
は
、

　
　
処
方
箋
を
発
行
し
た
医
療
機
関
と
一

　
　
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
県
外
医
療
機
関
で
三
重
県
と
同
じ
手
続

　
き
が
出
来
る
医
療
機
関
の
場
合
は

　
毎
月
１
回
保
険
証
と
受
給
者
証
を
医
療

　
機
関
の
申
請
窓
口
で
提
示
し
申
請
手
続

　
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

の
お
知
ら
せ

受
給
資
格
証
の
更
新
に
つ
い
て

（
独
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
災
害
共
済
に
つ
い
て

県
外
の
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た

と
き
（
一
部
の
機
関
を
除
く
）

福
祉
医
療
費
助
成
の
申
請
の
時
効

に
つ
い
て
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●
県
外
医
療
機
関
で
申
請
受
付
で
き
る

　
医
療
機
関　
平
成
２７
年
７
月
１
日
現
在

●
問
合
せ
先

　
役
場　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
６
月
２１
日（
日
）の
父
の
日
を
前
に
、
６

月
１５
日（
月
）桑
名
生
花
商
組
合
の
青
年
部

の
方
が
町
長
室
を
訪
れ
、
色
鮮
や
か
に
飾

ら
れ
た
大
き
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ

ー
を
町
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
立
派
な
生
花
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
も
庁
舎
玄
関

に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
と
９
日
は
広
島
市
と
長
崎
市

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。

　
こ
の
日
、
両
市
で
は
原
爆
死
没
者
の
冥

福
と
併
せ
て
世
界
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈

念
す
る
た
め
、
市
民
や
全
国
の
原
爆
死
没

者
の
遺
族
、
各
界
有
志
が
参
集
し
て
平
和

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
「
８
月
６
日
午
前
８

時
１５
分
」
か
ら
と
「
８
月
９
日
午
前
１１
時

２
分
」
か
ら
の
１
分
間
そ
れ
ぞ
れ
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
毎
年
８
月
１５
日
は
、
先
の
大
戦
に
お
い

て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　
あ
の
忌
ま
わ
し
い
戦
争
を
再
度
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
ま
た
亡
く
な
ら
れ
た
多
数
の

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
、「
８
月
１５
日
正

午
」
に
１
分
間
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す
。

桑
名
生
花
商
組
合
か
ら

「
父
の
日
花
束
」
受
贈

※

海
南
病
院
で
は
、
各
科
診
療
窓
口
で
は

　
申
請
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
１
階
文
書
受

　
付
４
で
申
し
出
し
、
手
続
き
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。（
平
成
２７
年
４
月
か
ら
時
間

　
外
診
療
分
も
随
時
受
付
で
き
ま
す
。）

区分
医科

医療機関名
海部共立クリニック
板谷耳鼻咽喉科
※海南病院
偕行会リハビリテーション病院
桜セントラルクリニック
笹医院
すずきこどもクリニック
そぶえ整形外科
とびしまこどもクリニック
ハート内科クリニック
南川皮フ科

区分
医科

歯科

医療機関名
村瀬医院
森眼科
小笠原クリニック
たなか整形外科リウマチクリニック
杉本クリニック
エムデンタルクリニック
さくら歯科医院
Y.C.デンタルクリニック
すずき歯科
大藤歯科医院
月星歯科クリニック

区分
歯科
調剤

医療機関名
安井歯科医院
アイランド薬局　海南店
アイランド薬局　弥富店
かいなん調剤薬局
キョーワ調剤薬局 弥富店
さくら調剤薬局
スギ薬局　海南店
第２かいなん調剤薬局
たんぽぽ薬局　弥富店
調剤薬局とまと　平島店
調剤薬局とまと　弥富店

区分
調剤

柔整

医療機関名
やとみ駅前調剤薬局
やとみ駅前調剤薬局 勘助店
ヤマダ薬局
しょうなん調剤薬局 弥富店
スギ薬局　弥富店
くるみ調剤薬局 やとみ店
調剤薬局さくらんぼ
よつば整骨院
まめの木整骨院
はり灸整骨院くぼ
とびしま鍼灸接骨院

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平

和
祈
念
の
黙
と
う
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、

平
和
祈
念
の
黙
と
う
の
た
め

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
は
、

８
月
１
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
「
原
爆

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

歯周病予防セミナーのお知らせ歯周病予防セミナーのお知らせ
●日　　時／9月10日（木）
　　　　　　午後1時30分～2時30分
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対  象  者／木曽岬町にお住まいの方
●内　　容／歯周病予防と全身の病気との関係について
　　　　　　認知症との関連、治療の進み方など
●講　　師／服部歯科医院長　服部修氏
●申込み先／木曽岬町保健センター　☎68-6119
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INFOMATION
きそさき

『国勢調査』を実施します！
平成27年10月1日に

国勢調査とは？

●国勢調査は、我が国に住んでいるすべての人・世帯を対象とする国の最も
　基本的な統計調査で、国内の人口や世帯の実態を明らかにし、各種施策の
　ための基礎資料を得ることを目的とし、統計法で5年ごとに実施すること
　が定められています。

調査対象等

●平成27年10月1日現在で、日本国内に住んでいる全ての方を対象として3ヶ月以上住んでいる、
　若しくは住むことになっている場所で世帯ごとに調査を行います。
●住民票などの届け出に関係なく、また、国籍も問わないことから日本に居住する外国人の方も対象
　となります。

調査の流れ

※今回から新たな取り組みとして、インターネット回答が出来るようになります。インターネット回
　答は国が推奨しており、非常に簡単な入力となりますので出来る限りインターネット回答をご利用
　ください。
●９月上・中旬に国勢調査員が各世帯を訪問し、インターネット回答に係る利用案内等を配布させて
　いただきますので、それに基づきパソコンやスマートフォンで入力をお願いします。
　インターネット回答を行わなかった方につきましては、9月下旬に再度国勢調査員が各世帯を訪問
　し、調査票や説明資料などを配布しますので、ご記入をお願いします。
　→ご記入していただいた調査票は調査員に渡していただくか、郵送提出用封筒にて町へ郵送してい
　　ただくか、ご希望の方法にて提出することができます。

インターネット回答とは？

●インターネット回答とは、ご自宅のパソコンやスマートフォンで本調査の回答を行うことが出来る
　システムとなります。
●インターネット回答は、入力作業時間5分～ 10分程度という非常に簡単な入力となり、また、調
　査員が何度もご自宅に伺いご対応願うといったお手間を取らせることが少なくなる等、非常に大き
　なメリットがあります。このことからも、是非積極的なご活用をお願いします。
※回答期限は、9月10日～ 9月20日の期間となります。

●問合せ先／役場　危機管理課　☎68-6101
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生活のミニ情報生活のミニ情報

職 種

消防職

年 齢募集人数

７人程度

３人程度

応募資格

大学を卒業又は来年３月卒業
見込みの方

昭和62年4月2日
以降に生まれた方

要項配付・応募用紙
提出場所　問合せ先

昭和62年4月2日
以降に生まれた方

昭和60年4月2日
以降に生まれた方

消防本部　総務課
桑名市江場７番地
☎0594-24-5273
その他、各分署で応募
用紙を受け取ることが
できます。

昭和60年4月2日
以降に生まれた方

大学を卒業又は来年３月卒業
見込みの方で救急救命士免許
証を有する方
短大、高校を卒業又は来年３
月卒業見込みの方
短大、高校を卒業又は来年３
月卒業見込みの方で救急救命
士免許証を有する方

8月27日㈭～9月7日㈪ 7月21日㈫～7月30日㈭

受験料は無料、また教育期間中は、所定の給与が支払われます。
入学時期は、平成28年4月1日です。
四日市海上保安部　管理課　☎059-357-0118

8月27日㈭～8月31日㈪ 7月21日㈫～7月23日㈭

平成27年4月1日において高等学校
又は中等教育学校を卒業した日の翌日
から起算して2年を経過していない者
及び平成28年3月までに高等学校又
は中等教育学校を卒業する見込みの者

平成27年4月1日において高等学校
又は中等教育学校を卒業した日の翌日
から起算して5年を経過していない者
及び平成28年3月までに高等学校又
は中等教育学校を卒業する見込みの者

高等専門学校の第3学年の課程を修了
した者であって、平成27年4月1日
において当該課程を修了した日の翌日
から起算して2年を経過していないも
の等人事院が（1）に掲げる者と同等の
資格があると認める者

高等専門学校の第3学年の課程を修了
した者であって、平成27年4月1日
において当該課程を修了した日の翌日
から起算して5年を経過していないも
の等人事院が（1）に掲げる者と同等の
資格があると認める者

海上保安大学校（教育期間４年） 海上保安学校（同1～2年）

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.htmlインターネット申込
専用アドレス

受付期間
（郵送又は持参）

受付期間
（インターネット）

10月31日㈯、11月1日㈰ 9月27日㈰第１次試験

受験資格

約50名
船舶運航システム課程 約190名
航空課程 約10名
情報システム課程 約60名
海洋科学課程 約10名

参考事項

採用予定数

　
平
成
２８
年
度
桑
名
市
消
防
職
員
採

用
予
定
者
（
平
成
２８
年
４
月
１
日
採

用
予
定
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

●
試
験
日
・
会
場

　
１
次
試
験

　
　
９
月
２０
日（
日
）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部

　
　
（
午
前
９
時
か
ら
）

　
２
次
試
験

　
　
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま

　
　
す

●
試
験
内
容

　
１
次
試
験

　
　
教
養
試
験　
消
防
適
性
検
査

　
　
体
力
テ
ス
ト

　
２
次
試
験

　
　
小
論
文　
面
接

●
申
込
期
間

　
８
月
３
日（
月
）か
ら
８
月
１４
日

　
（
金
）の
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後

　
５
時
１５
分
ま
で（
土
曜
日
、
日
曜

　
日
を
除
く
。）　 

　
郵
送
の
場
合
は
、簡
易
書
留
で「
試

　
験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
し
、
８

　
月
１２
日（
水
）ま
で
の
消
印
の
あ
る

　
も
の
を
受
付
け
ま
す
。

●
受
験
資
格

　
①
消
防
職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い

　
　
方

　
②
身
長
概
ね
１５５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
以
上
の
方

　
③
採
用
後
に
桑
名
市
又
は
そ
の
近

　
　
郊
に
居
住
で
き
る
方

　
④
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

　
　
員
法
第
１６
条
に
定
め
る
欠
格
条

　
　
項
に
該
当
し
な
い
方

　
そ
の
他
、
次
の
方
法
で
も
検
索
で

き
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.
kuw

ana.lg.jp/

●
内
　
　
容

　
今
年
も
「
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
」

　
を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
同
様
に
、

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

　
発
表
に
、
各
種
模
擬
店
、
イ
ベ
ン

　
ト
等
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん

桑
名
市
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す

平
成
２７
年
度
　
海
上
保
安
庁
学
生
採
用
試
験

平
成
２７
年
度

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

「
平
成
２７
年
度 

愛
厚
弥
富
の

里
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
」
の

ご
案
内

　
で
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
お

　
り
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気

　
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時

　
９
月
２７
日（
日
）

　
午
前
１１
時
３０
分
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
３０
分
予
定

　
晴
天
時
屋
外
、
雨
天
時
屋
内

●
場
　
　
所

　
愛
厚
弥
富
の
里

　
弥
富
市
栄
南
町
７
│
２

　
☎
０
５
６
７
│
６
８
│
４
３
２
２

●
対
　
　
象

　
病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由

　
に
よ
り
、
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の

　
就
学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

　
方
等

●
試
験
期
日

　
１０
月
２８
日（
水
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
４０
分

●
試
験
会
場

　
三
重
県
庁
講
堂
棟
３
階

　
第
１３１
・
１３２
会
議
室

●
試
験
科
目

　
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
外

　
国
語（
英
語
）

●
願
書
受
付
期
間

　
８
月
２４
日（
月
）〜
９
月
１１
日（
金
）

　
消
印
有
効

　
　
三
重
県
教
育
委
員
会　
事
務
局

　
　
高
校
教
育
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
９
１
３

問
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町内ウォッチング！

●
内
　
　
容

　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
役
立
つ

　
法
制
度
や
相
談
窓
口
の
情
報
の
提

　
供

●
と
　
　
き

　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
土
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
祝
・
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
７
０
│
０
７
８
３
７
４

（
法
的
ト
ラ
ブ
ル
）

　
　
☎
０
５
７
０
│
０
７
９
７
１
４

（
犯
罪
被
害
者
相
談
）

　　
働
き
続
け
な
が
ら
子
育
て
を
す
る

労
働
者
の
雇
用
の
継
続
を
図
る
た

め
、
労
働
者
の
職
業
生
活
と
家
庭
生

活
の
両
立
を
支
援
す
る
制
度
を
導
入

し
、
利
用
を
促
進
し
た
中
小
企
業
事

業
主
に
対
し
て
中
小
企
業
両
立
支
援

助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
育
児
休
業
取
得
者
の
代
替
要
員
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
３
カ
月
以
上

育
児
休
業
を
取
得
し
た
労
働
者
を
原

職
復
帰
さ
せ
、
復
帰
後
６
カ
月
以
上

雇
用
し
た
中
小
企
業
事
業
主
に
対
し

て
左
記
の
と
お
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

●
支  

給  

額

　
育
児
休
業
取
得
者
１
人
当
た
り
３０

　
万
円

　

※

育
児
休
業
取
得
者
が
期
間
雇
用

　
　
者
の
場
合
は
１０
万
円
加
算

　
助
成
金
の
支
給
要
件
等
詳
細
に
つ

い
て
は
、
三
重
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://m
ie-roudoukyoku.

jsite.m
hlw
.go.jp/

）に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
６
│
２
３
１
８

　
夏
季
に
お
け
る
連
続
休
暇
の
取
得

は
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
の
回
復
、
子

ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間
中
に
お
け

る
家
族
と
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
な

ど
の
心
身
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
非
常

に
よ
い
機
会
で
あ
り
、
大
き
な
意
義

が
あ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
１９
年
１２
月
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
官
民
ト
ッ
プ

会
議
」
に
お
い
て
、「
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
憲
章
」
及
び
「
仕
事
と
生
活

の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」

（
平
成
２２
年
６
月
改
定
）
が
策
定
さ

れ
、
２
０
２
０
年
ま
で
の
目
標
値
と

し
て
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
７０
％

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
土
日
、
祝
日
、
夏
季
休
暇
に
年
次

有
給
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
、
ゆ
と
り

の
あ
る
連
続
休
暇
を
実
現
す
る
「
プ

ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
！

　
三
重
労
働
局
で
は
、
連
続
休
暇
の

取
得
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
時
間
等

の
見
直
し
に
か
か
る
相
談
や
助
言
を

行
う
た
め
、
専
門
的
な
知
識
と
豊
富

な
経
験
を
有
す
る
「
働
き
方
・
休
み

方
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
資
料
提
供
、
事
業
場

へ
の
個
別
訪
問
、
研
修
会
の
講
師
等

を
無
料
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
三
重
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

　
　
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
６
│
２
１
０
６

法
的
な
困
り
ご
と
は

「
法
テ
ラ
ス
」
へ

中
小
企
業
事
業
主
の

み
な
さ
ま
へ

（
助
成
金
制
度
の
ご
案
内
）

こ
の
夏
、

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」
で

連
続
休
暇
を
！

問

問

問

　7月19日（日）に町内事業所のすいせんの里から湾岸さくらクリニック周辺において地域ふれあい夏祭り
が行われました！当日は1300人を超える人数の方々が参加され、町の各種団体である木曽岬櫻華太鼓の
会、フラ・マヒナ木曽岬ピキ、花乃会が参加され、他にもファミリープラスドルチェの演奏もありました。
また、周辺地域の高校生39人がボランティアとして参加するなど、多くの人々の交流でのにぎわいを見
ることができました。

地域交流　～すいせんの里にて～
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育委員会
だより

教育委員会
だより

教
問合せ先

教育委員会　☎68-1617
　7月3日（金）中部・南部幼稚園保育園で夕涼み会を
行いました。
　コンサートでは園児たちが、日頃行っているリズム
あそびや合奏・歌などを発表し、会場に来られた方々
の熱い視線に緊張しながらも頑張っている姿がみられ
ました。盛大な拍手をいただき園児たちも喜んでいま
した。
　その後は、天気も回復し外で模擬店やゲームコーナ
ーを行いました。園児たちはフルーツポンチ・フラン
クフルト・お菓子つり・スーパーボールすくいなどの
店をワクワクした表情でまわっていました。最後には
大きな円をつくり、『木曽岬小唄』『もったいない』（「も
ったいないばあさん」より）をみんなで踊り、夕涼み会
をしめくくりました。
　この夕涼み会には、PTA役員をはじめ、民生委員
さん、老人クラブの方、木曽岬音頭小唄保存会の皆さん、
中学生のボランティアなど地域の方々に参加いただき、
ご支援・ご協力いただいております。

夕涼み会を開催しました（7月3日）

　この会では、新しく建設する予定の図書館をより多
くの方に利用していただくための運営やサービス等に
ついて検討していきます。委員について公募したとこ
ろ、小中学校・高等学校のお子様がいる保護者の方や
読み聞かせのボランティアをされている方等から応募
をいただきました。応募いただいた6名と幼稚園保育
園の代表、小・中学校 校長、学識経験者の10名で年
齢は20～ 60代と幅広い委員構成となりました。（右
記参照）
　第1回目の委員会では、各委員から開館時間や貸出
冊数の他、様々な図書館サービスについての意見が出
されました。また、「他市町村の図書館を視察したい」
という積極的な声や「三重県や近隣の図書館などとも
連携してもらいたい」など効果的な運営方法について
の意見も出されました。
　2回目からは、より具体的な課題を設定した上で話
し合いをすすめ、町民の方の声をお聴きしながら、よ
り利活用いただける図書館づくりをめざして、委員会
で協議をしていただく予定です。

第1回木曽岬町図書館活性化委員会を開催しました。（6月26日）

●伊藤　芳彦
　（小学校　校長　○副委員長）
●大橋　洋平（町民）
●加藤みほ子（町民）
●柴田　明美
　（幼稚園保育園　園長）
●武石富士子（町民）

●中川　和子（町民）
●星野　邦隆
　（中学校　校長 ）
●松下　世奈（町民）
●諸戸万紀子（町民）
●安田　憲一
　（学識経験者　◎委員長）

木曽岬町図書館活性化委員会委員

中部幼稚園・保育園
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木曽岬町　教育委員会の取り組みについて
　8月号では木曽岬町学校教育基本方針（平成25～ 27年度）における「き・そ・さ・き」の（さ）の『心身の
健康や体力を生涯にわたり支える力の育成』について紹介します。

　幼児期・児童期・青年期は、心身の成長が著しい時期になります。
　子どもたちの心身における調和的発達を図るためには、運動を通じて体力を養うとともに、食育の推
進を通して望ましい食習慣を身に付けるなど、健康的な生活習慣を形成することが必要だと考えられて
います。
　このことから、子ども一人ひとりの発達過程を的確に捉えた上で教育活動を行うことが大切であると
考えます。子ども自身が心身の健康に興味・関心をもち、健康な生活を過ごすためにはどのようにしたら
よいかを考えられるよう幼稚園・小学校・中学校では、様々な取り組みを行っています。その一部を紹介
します。

●健康教育の推進

●体力の向上

小学校　薬物乱用防止教室

中学校　農業体験

幼稚園・保育園　運動遊び

（さ）心身の健康や体力を生涯にわたり支える（ささえる）力の育成
木曽岬町学校教育基本方針

幼稚園・保育園 歯磨き指導
園だよりの発行

小 学 校 手洗い指導、歯磨き指導、薬物乱用防止教室（６年）
保健だよりの発行

中 学 校 薬物乱用防止教室、たばこの喫煙防止教室
保健だよりの発行

小 学 校 遊具を使ったサーキットトレーニングの実施
かけ足運動の実施など

中 学 校 外部指導者による部活動・体育（武道）指導の充実

●食育の推進
幼稚園・保育園
小学校・中学校 地物（地域の産物）を給食の食材として広く活用

幼稚園・保育園 野菜等の栽培・収穫・調理

小学校・中学校 昼の放送の中で献立や食材などについて紹介
栄養教諭による食育の授業
農業体験(米・トマトなど)
「給食指導計画」ならびに「食に関する指導全体計画」
による実施

幼稚園・保育園 運動遊びの充実
「手と足を使った遊び」「ジャンプ」
「竹馬・一本下駄など」
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成人式のご案内
　二十歳を迎え、新しく大人の仲間入りをされる皆さま方をお祝いするため、下記のとおり平成28年の
成人式を開催しますので、出席いただきますようご案内申し上げます。
　なお、当日は式典に引き続き出席者全員の記念写真を撮影します。

●対  象  者／（平成7年4月2日～平成8年4月1日生まれの人）
　　　　　　① 現在木曽岬町在住の方
　　　　　　② 木曽岬中学校を卒業された方で、現在本町以外の市町村にお住まいの方
　　　　　　※ ①、②以外に該当の方は、教育委員会にお知らせいただいたうえでご出席いただきますよ
　　　　　　　 うお願いします。
●日　　時／平成28年1月9日（土）　午前10時から（時間厳守）
●場　　所／ふるさと創生ホール　　　●問合せ先／教育委員会　☎68-1617

　夏季休業中は子どもたちも自由な時間が増え、パソ
コンやスマートフォンを使いインターネットを行う機
会も増えます。　

　文部科学省作成の「ちょっと待って！ケータイ＆ス
マホ」（2014年制作）によると、インターネットによ
るゲームやSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サー
ビス）を利用することは、睡眠不足などの生活のリズ
ムの乱れや、仲間外れや悪口の書き込み等によるいじ
めなど、子どもたちの体や心を傷つけることにつなが
ることがあります。
　また、子どもたちを守るためにも保護者の方による
ペアレンタル・コントロールが大切であるとのことで
す。夏季休業中のこの機会にインターネットを利用す
る際に留意することなどについてご家庭で話をして安

全に利用できるようにしてみてはいかがでしょうか。
「ちょっと待って！ケータイ＆スマホ」では下記のよ
うな例が挙げられています。

※パソコン・スマートフォン・タブレット以外にも音楽
　プレーヤーやゲーム機などの利用についても留意が
　必要です。

パソコン・スマートフォンなどにおける
　　　子どものインターネット使用について

（例）●食事中は使わない。
　　●お風呂に持ち込まない。
　　●充電器はリビングに置く。
　　●自分の個人情報は書かない。
　　●迷惑メールに返信しない。
　　●知らない人からメールがきたら保護者に報
　　　告する。
　　●着メロ、音楽、ゲーム等は勝手に会員登録
　　　やダウンロードをしない。など

　平成27年6月4日に桑名市民会館において桑員地区「平成27年度歯と口の健
康週間」の図画・ポスターコンクール作品の表彰式が行われ、以下の方が入選と
なりました。おめでとうございます。

●幼稚園図画の部　　　２　位：安田　紗悠さん　　３　位：下池　　煌さん
●小学校ポスターの部　１　位：伊藤萌々子さん　　２　位：諸戸なぎささん
　　　　　　　　　　　特別賞：加藤　　翼さん　　山田　隼人さん

平成27年度歯と口の健康週間
図画・ポスターコンクール入選おめでとう！

ポスターの前で喜びの表情を見せる　　→
伊藤萌々子さん（右）と諸戸なぎささん（左）
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大会結果報告
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第1試合
不戦勝

第5試合
1－1
PK3－2 第2試合

0－2
第4試合
2－5

第3試合
3－3
PK2－4

第7試合
0－1

第6試合
（フレンドリーマッチ）

0－0

第8試合
（フレンドリーマッチ）

1－2

第9試合（決勝戦）
4－2

第14回　木曽岬町サッカー大会トーナメント表
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の
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せ
ま
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た
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蹴球友
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　7月5日（日）福祉教育センター集会室において、桑
名市消防署長島木曽岬分署の方をお招きし、指導者講
習会兼活動サポート講習会として「普通救命講習会
（AED操作含む）」を開催していただきました。
　スポーツ少年団指導者・保護者をはじめ、
町内のスポーツ関係者など総勢26名の
方が参加され、みなさん真剣な眼差
しで講習を受けられ、AED操作や緊
急時の初動対応を勉強するよい機会
となりました。

スポーツ少年団主催
“平成27年度指導者講習会兼活動サポート講習会”を開催しました

　私は妊娠・出産を経験し子どもを授かりました。無事に出産す
る事は決して当たり前の事ではなく、命について改めて考えさせ
られました。
　3歳半と1歳になる息子には親として勉強させられる事ばかり
で、子どもと共に成長している感覚です。
　子どもたちが健康で居られるように、そして心も身体も大きく
成長するように、伸び伸びと成長できるように家庭という地盤を
しっかりと作る事を大切にしています。
　育児の取り組みと言えるほどの事はできていませんが、一緒に
遊ぶ事と褒める事、頭を撫でる事、1日一冊は絵本を読んであげ
る事を心掛けています。長男は『あっちゃんあがつく』と『はじめ
てのおつかい』、次男は歌の本がお気に入りです。

花井　麻里

木曽岬中学校　五藤　篤司

　木曽岬町青少年育成町民会議にて小中学生より
募集しました「家族の絆　一行詩」の平成２６年度
入選作品を紹介します。

家族へ
　「おはよう」「がんばれよ」「気をつけて」
　家族の元気なあいさつが僕のやる気
　のスイッチをＯＮにする。
　みんないつもありがとう。

次回は伊藤さんにリレーする予定です。

図書室だより図書室だより北部公
民館

北部公
民館

北部公民館では、季節のミニコーナーを設置しています。
今月は下記のとおりです。皆さんぜひ読みにきてください！

●土漠の花
月村 了衛

●新着 夜と霧（新版）
ヴィクトール・Ｅ・フランクル

●ぼくは戦争は大きらい
やなせ たかし

●子ども兵の戦争
P.W.シンガー

戦争を考える本
主 な 図 書

●おそばおばけ
しりあがり 寿

●おばけでんしゃ
西村 繁男

●永遠の０
百田 尚樹

●“核”を求めた日本
NHKスペシャル取材班

●おばけのひっこし
沼野 正子

●おばけのアイスクリームやさん
安西 水丸

●すみっこのおばけ
武田 美穂

●おばけいちねんぶん
長野 ヒデ子

おばけのえほん
主な児童図書

教育関連施設開館日のお知らせ
町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。
  9日（日） 午前　人権啓発映画上映会
 午後1時～ 4時（一般開放日）
23日（日） 午前9時～正午

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやドッジボール、卓球などを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。
23日（日）　午後1時～ 4時
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警察署コーナー ■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635

大募集三重県警察
警察官＆警察事務官

町内6月の交通事故
●件数／16件（97件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／8人（22人）

（　　）…平成27年累計

仕事を決めることは、人生を決めること。
あなたの人生、「誇り」あるものにしませんか？

三重県警察は、県民の安心と安全を守る「誇り」ある仕事です。

チェック1チェック1 採用予定人数が増加
採用予定人数は、全体で昨年並み
です。
警察官Ｂと警察事務Ｂ区分では、
昨年から増加しています！

「身長おおむね150㎝以上、体重おおむね43㎏以上」に緩和されました。

チェック2チェック2 警察官と警察事務官の併願可能
警察官と警察事務官は、試験日が異なりますので、併
願が可能です。例年、どちらも合格を勝ち取る受験者
がいます。
ぜひ、併願受験を考えてください。

チェック3チェック3 競争倍率が大幅に低下
受験者数が年々減少しています。
それに伴い、過去に10倍以上あ
った倍率が大幅に下がっています。
つまり、合格する確立が上がって
います。

チェック4チェック4 第1次試験に体力試験を実施
三重県警察は、警察官採用試験の1次試験に体力試験
（握力、腹筋、反復横跳び、腕立て伏せ、立ち幅跳び）
を導入しています。教養試験に自信がなくても、その
分を体力試験でカバーできる仕組みになっています。

警察官
Ａ

警察官
Ｂ

男性

女性

4.9 男性 警察事務Ｂ4.1 9.2

2.7 女性 警察事務Ｃ3.9 6.0

【平成26年度の同期試験における倍率】

【募集内容】

※採用予定日は、平成28年4月1日です。

注）警察事務官の採用試験には、体力試験は
　　ありません。

女性に朗報女性に朗報
女性警察官の身体基準を緩和

今年も女性警察官の採用拡大を継続します。そればかりか、昨年よりも採用予定人数が増えています。採用
予定人数が少なく超難関だった試験が、今では男性の競争倍率よりも低くなっています。

女性警察官の採用拡大継続中

試 験 区 分 採用予定人数

情 報 技 術

警 察 事 務Ｂ
警 察 事 務Ｃ

男　性 約15名
約 3名
約 1名
約 1名
約 1名
約 1名
約33名
約 6名
約 8名
約 2名

女　性

男　性
女　性

語　学

武　道

北 京 語
スペイン語
柔 道

1次試験日

9月20日㈰

9月27日㈰

警察官Ａ
（大学卒業）

警察官Ｂ
（大学卒業以外）

●申込受付期間

●受験案内・申込書は、三重県警察本部、警察署、
　交番等で配布しています。

●問合せ先／三重県警察本部警務課採用係
　　　　　　☎059-222-0110
　　　　　　http://www.police.pref.mie.jp/

7月24日（金）～8月25日（火）
●インターネットから申込みができます。
〈三重県職員採用案内ホームページ〉
http://www.pref.mie.lg.jp/saiyo

重要
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「夢くらぶ」「夢くらぶ」

地産池消でハンドメイドを
楽しもう

季節によりたくさ
んとれる果実や野
菜を活用して何か作ろうと活動開始。
夏ミカンのジャム作り。
次は・・・視察へ

「元気なまちづくり応援団」

こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

ご存知ですか？
「元気なまちづくり応援団」「元気なまちづくり応援団」
　平成26年10月から、私たちのまちへの思いを「カタチ」にしたい、元気になりた
いと思っている方が集まり活動を始めました。第1回は講師を招き、「私たちのまち、
こんな町だったらいいなぁ」と参加者全員の声を集めてポエム（詩）を作りました。
　健康で元気に暮らすためには、病気を減らすだけでなく、元気を増やすことが大
切であると学びました。まわりにいる元気な人を思い浮かべるとどんな姿がみえま
すか。

　病気があっても元気な人はいっぱいいます。自分自身で「健康だ！」「元気だ！」と思えることが大切。そして、
健康に生きるために大切にすることの優先度は一人一人違って、それでいいと気づきました。
　それでは、実際にできることを考えようということでアイデアをたくさん出して、その中から投票により4つ
にしぼり、グループとして活動を始めました。

　「参加してみたい」「こんなことはできないかな？」など、ご興味のある方はご参加ください。一緒に元気になり
ませんか？講師を招いての育成塾も開催予定。

病気
予防

元気
増進

バランスが大切

●自分たちが元気になること
●他者へ元気のおすそわけ
●自分たちでできること

適度な運動
栄養バランス
休養　など

生きがい
夢　活躍
自分らしさ　など

元気なまちづくり応援団　活動のお約束

さわやかトマトグループさわやかトマトグループ
♪りんごの歌の替え歌で「トマト体操」
を考えました。
広めていこうと
手作りポスター
作成中です。

むかしむかしあそびの里むかしむかしあそびの里
むかしの遊びを子どもたちに伝えてい
きたい。一緒に遊びができる場を作っ
ていこうと活動開始しています。小学
校の休み時間におじゃましました。

郷土料理で笑顔づくり郷土料理で笑顔づくり
郷土料理づくりを通して
色々な人（外国の方など）と
の交流がしたいと考えてい
ます。「夢くらぶ」と共同で
びわゼリーを作りました。

〈大切にしたいキーワード〉

●問合せ先／木曽岬町保健センター　☎６８－６１１９

元気／笑顔／人を大事に／思いやり

料理で笑顔づくり／子どもたちと一緒に

健康／明るい
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救急医療情報

☎0594-23-1199

桑
名
市

  

体
育
館

桑
名

市
役
所

国
道
１
号

応急診療所
ふれあいプラザ
（旧保健センター）内

◆地域救急医療情報センター

診察可能な病院を24時間体制で案内します。
医療機関の案内を受けたら診察の可否を病院へ確認して
受診してください。

☎0594-21-9916
◆桑名市応急診療所（桑名市ふれあいプラザ内）

●診療科目／内科・小児科
●診  療  日／土曜・日曜・祝日
●診療時間／午前9:30 ～正午
　　　　　　午後1:00 ～ 4:00
●土曜の夜間／午後8:00 ～ 10:00
※8月1日より平日夜間診療は休止しています。

がん検診を
受けられた方へ

　今回の検診結果に、「要精検」の
文字があった方は、医療機関で必ず、
早めに精密検査を受けてください。

保健衛生のコーナー
◆福祉健康課・保健センター／☎68-6104

お忘れのないように

●月曜日～金曜日
　午前9時～午後3時45分
※祝日はお休み

女性の悩み相談
北勢福祉事務所の女性相談員による
電話相談・面接相談（無料）です。

☎059-352-0557

教 室 ・ 相 談

カウンセリング （予約制）
■日　　程／８月13日㈭、9月3日㈭
■場　　所／保健センター
■内　　容／ことばや発達の支援、
　　　　　　カウンセリング
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

MR（麻しん・風しん）
■対　象／１期　12～ 24ヶ月までに
　　　　　２期　５歳～ 7歳未満で就学前
　　　　　　　　の1年間に

8月個別予防接種

ヒブ／小児用肺炎球菌
■対　象／生後2ヶ月～

四種混合／三種混合／不活化ポリオ
■対　象／生後3ヶ月～

日本脳炎
■対　象／ 3歳～

水痘
■対　象／生後12～ 36ヶ月までに

BCG
■対　象／生後5ヶ月～ 8ヶ月までに

二種混合
■対　象／２期　11歳～ 12歳　小学6年生

子宮頸がん予防ワクチン
■対　象／中学校1年生

※現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種に
　ついては、積極的にはお勧めしていませ
　ん。
※問合せ先：保健センター（☎68-6119）

8月前半の行事日程
■8月4日㈫ もぐもぐ教室
■8月6日㈭ 1歳半・3歳児健診
 集団フッ素塗布（コアラ）
■8月7日㈮ 育児相談（予約制）
 のびのび指導室
■8月10日㈪ 音楽療法
※詳細は前月号または、町行事・健康カレ
　ンダーをご覧ください。

土・日・祝日を除く午前8:30～午後5:00

子育て相談
専用電話

☎68-6119へ（6のハロー119番）
子育てに関する相談は

すくすくひろば
■日　　時／８月13日㈭
　　　　　　午前10時30分～ 11時30分
■集合時間／午前10時～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／ 1歳6ヶ月から（全8回）
■持  ち  物／出席カード（2回目から）

ブックスタート
■日　　程／８月26日㈬
■集合時間／午後2時30分～ 3時30分
■場　　所／北部公民館
■対　　象／７・８・９ヶ月の乳児と保護者
　　　　　　（平成26年11月～

平成27年１月生の乳児）

パパママ教室
■日　　時／８月23日㈰
　　　　　　午前10時～ 11時30分
■集合時間／午前9時45分～ 10時
■場　　所／保健センター
■対　　象／妊娠中の方およびその配偶者
■持  ち  物／母子健康手帳、動きやすい服
　　　　　　装でお越しください。

子育てサロン
●利用できる日
　月曜日の午前・午後
　火曜日～金曜日の午前

8月14日㈮、17日㈪午後
土・日曜日および祝日

8月の子育てサロンのお休み

大人のカウンセリング（予約制）
■日　　程／８月6日㈭
■時　　間／午前10時～正午
■場　　所／保健センター
■内　　容／カウンセリング
※ご希望の方は、保健師（☎68-6119）まで
　ご連絡ください。

母乳相談・母乳マッサージ
■日　　時／８月11日㈫
　　　　　　午後1時30分～ 3時30分
■場　　所／保健センター
　　　　　　希望により自宅へ訪問
■対　　象／妊娠中の方から卒乳を考えて
　　　　　　いる方
■持  ち  物／母子健康手帳
※ご希望の方は、保健師までご連絡くださ
　い。

国保・後期高齢者特定健康診査

■日　　時／８月19日㈬、8月20日㈭、
　　　　　　８月21日㈮
　　　　　　午前8時～ 10時30分
■場　　所／保健センター
■対　　象／国保・後期高齢者医療加入者

＊特定健康診査（肺がん含）、
　大腸がん検診（オプション）を実施

健 康 診 査・検 診

国保・後期高齢者総合健診

■日　　時／８月18日㈫
　　　　　　午前8時30分～ 11時
■場　　所／保健センター
■対　　象／国保・後期高齢者医療加入者
　　　　　　特定健診（肺がん含）・大腸が
　　　　　　ん健診＋胃・乳・子宮がんの
　　　　　　内一つ以上を同時に受ける方

＊特定健康診査とがん検診
　（胃・大腸・肺・乳・子宮）を同時実施
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中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  3日・  6日・10日・13日・17日
20日・24日・27日・31日

毎週火・金曜日
  4日・  7日・11日・14日・18日
21日・25日・28日

毎月第１・第３水曜日
5日・19日

毎月第２水曜日
12日

毎月第４水曜日
26日

毎週水曜日
5日・12日・19日・26日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 23日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

福祉健康課 68-6104
住 民 課 68-6103
税 務 課 68-6102
危機管理課 68-6101
総務政策課 68-6100

教育委員会 68-1617
議会事務局 68-6108
会 計 課 68-6107

68-6106
産業建設課 68-6105

夜間・休日電話 68-8111
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

8月の納付

●住民税（8/31納期限） ………………… 第２期分
●国民健康保険料（8/31納期限） ……… 第２期分
●後期高齢者医療保険料（8/31納期限）  第２期分
●水道料金・下水道使用料（8/31納期限） … Ａ地区
●幼稚園授業料（8/27納期限） …………… ８月分
●保育園保育料（8/27納期限） …………… ８月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付をお忘れなく！

月カレンダー8
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

7 ㊊

9 日
•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務
•人権啓発映画上映会「サミーとシェリー」 町体育館 午前10時～

25㊋•行政相談 福祉・教育センター 午前9時～11時30分
•人権相談 福祉・教育センター 午前9時～11時30分

23日•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

•延長役場 役場　住民課・税務課 午後8時まで 収納・証明業務

•延長役場 役場　住民課・税務課 午後8時まで 収納・証明業務

1 土•やろまい夏まつり 役場前駐車場 午後4時30分～8時30分

3 ㊊

9月カレンダー

20㊍•北勢地域若者サポートステーション出張相談 in 木曽岬 福祉・教育センター 午前9時30分～11時30分 要予約
☎059-359-7280




